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Ⅰ 新規水素化物の高温高圧合成

High-Pressure Synthesis of Novel Hydrides 

齋藤寛之・綿貫 徹
Saitoh, H., Watanuki, T. 

SPring-8 BL14B1 に設置された高温高圧装置を用いて、金属水素化反応の様子をその場観察しな

がら新規水素化物の高温高圧合成研究を行っている。水素を GPa 領域まで加圧するとその化学ポテ

ンシャルが急増し反応性の高い状態になるため、常圧近傍では得ることのできない新規水素化物を合

成することが可能となる。高密度水素貯蔵、高速イオン伝導、高温超伝導などの機能性の発現を目指

している。
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